
ク 生活 ブ生 ラ 協

　2025年11月2日㈰、グランドメルキュー
ル札幌大通公園を会場に、生活クラブ生協
主催の「第41回わくわくまつり」を開催
しました。
　今年のテーマは「つくる手 食べる手 そ
の手はひとつ」、サブテーマは「なるほど！
なっとく 生活クラブ」です。生活クラ
ブの魅力を、見て・食べて・体験して知っ
ていただけるよう工夫しました。

が試食をすすめて特徴を説明する場面が続き、あちこ
ちで生産者と来場者のやりとりが広がりました。
　また、福祉、自然エネルギー、森づくり、ごみ削減、
石けん推進、平和への取り組みなど、組合員による活
動紹介ブースも展開しました。関心を寄せた来場者が
足をとめ、組合員と意見を交わす様子が見られ、活動
への理解が深まる時間となりました。
　子どもコーナーでは割りばし鉄砲やお菓子つり、木

のおもちゃなどが好評を得まし
た。さらに、ご当地ヒーロー「ソ
ーランドラゴン」が登場し、写
真撮影やパフォーマンスで会場
を盛り上げ、家族連れで終日に
ぎわいました。
　「わくわくまつり」は、市民
に生活クラブの取り組みを紹介
するとともに、生産者・組合
員・職員が共同購入の意義や価
値を改めて確認する場でもあり
ます。今後も、まつり開催の意
義を忘れずに開催を継続してい
きたいと考えています。

　当日はあいにくの天候となりましたが、約850人が
来場し、朝から来場者が途切れず、会場は活気にあふ
れました。生産者・組合員・職員が協力して準備を進
め、生活クラブの消費材や多様な活動を市民に伝える
機会となりました。
　会場には道内外から35の生産者が参加し、組合員
スタッフとともに消費材販売を担当しました。来場者
が生産者に直接質問しながら品物を選ぶ姿や、組合員

わくわくまつり
　 開催しました

を

美味しい体験が満載！来場者の笑顔があふれました

子どもたちに大人気ソーランドラゴン
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【議決事項】
　　　１．熊本県令和７年８月豪雨支援募金拠出の件
　　　２．2026年度会費（案）の件
　　　３．子どもの居場所づくり応援基金100万円と運営費70万円の拠出の件
　　　４．核兵器も戦争もない世界を」を求める要請文（アピール）連名協力の件
　　　５．2025年度 第４回理事会（１月22日）開催時間変更の件

【審議事項】
　　　１．70周年記念事業の取り組み
　　　２．福祉灯油等福祉的措置を求める取り組みの件
　　　３．協同組合ネット北海道の取り組みについて
　　　４．ほっかいどう若者応援★学生ＰＪの取り組みについて
　　　５．こども食堂北海道ネットワーク事務局支援について　
　　　６．ＬＰガスの取り組みの件

【報告事項】
　　　１．一般活動報告の件
　　　２．2025年度第２回理事会議事録の件
　　　３．2025年度上期決算の件
　　　４．2025年度第２回監事会及び上期監査報告の件
　　　５．会員報告・・コープさっぽろ
　　　６．北海道からの通知及び友好団体・協賛・後援の件
　　　７．日本生協連北海道・東北地連報告・・「地域共創ジャンボリー」開催報告

　11月13日㈭ホテルポールスター札幌にて五十嵐理事（北海道学校生協）を議長に
選出し、開催致しました。
　冒頭、中島会長の挨拶ののち、以下の事項について提案があり承認されました。

2025年度

開 催 報 告

第３回 理 事 会
（11月13日）
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『 ごみはどこへ？ごみはどこへ？
 川の魚は元気かな？ 川の魚は元気かな？』開催報告開催報告

ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト
札幌大学　経済学部 4年 小笠原 秀男

天使大学　看護栄養学部栄養学科 2年 正木 日陽里

～親子～親子でで探る、暮らし探る、暮らしとと自然自然ののつながり発見ツアー～つながり発見ツアー～

午前の部：「ごみ」の行方とリサイクルの現場

　去る10月25日㈯、私たちは
「ほっかいどう若者応援★学生
プロジェクト」から事務局メン
バーとして、第７弾企画「ご
みはどこへ？川の魚は元気か
な？」親子で探る、暮らしと自
然のつながり発見ツアーに参加
しました。

　午前中に訪れたコープさっぽろエコセンターでは、
まず「ごみ」の行方とリサイクルの仕組みについて学
び、普段私たちが出しているごみが、どのように処理

ていくことの大切さを改めて痛感し、視察を通して、
参加された皆さんの「しっかり分別しよう」という気
持ちが高まったように感じます。

　この企画は、江別市にある「コープさっぽろエコセ
ンター」と千歳市の「サケのふるさと千歳水族館」を
バスで巡るというものです。体験格差の解消を目的と

した企画でもあると伺い、私たちも子どもたちと一緒
にごみのことや魚の話をたくさん聞き、学び、楽し
む、充実した一日となりました。

され、資源として再利用されるの
か 、様々な設備、機械を見なが
ら説明を受け、プラスチックゴミ
が処理される様子や、実際に機械
が動く様子に、子どもたちは本当
に興味津々な様子でした。
　巨大な木製オブジェの「エコわ
っか」もとても人気で、エコセン
ターの役割やリユース・リサイク
ルの仕組みを、親子で楽しみなが
ら学んでいる姿が印象的でした。
また、「あすもり資料室」では、
コープさっぽろの森づくりの取り
組みを五感で感じながら、親子で
話し合っている姿も見られました。
　私たち自身も、普段のごみの分
別が環境に与える影響の大きさを
知り、より多くの資源を循環させ

開催日時 : 10 月 25 日㈯　８：45 ～ 16：15 
行 き 先 : コープさっぽろ エコセンター＆サケのふるさと千歳水族館
参 加 者 : 親子 15 組（33 名）＋事務局７名　計 40 名
主　　催 :  北海道生活協同組合連合会・ひとり親とこどもふぉーらむ

北海道・株式会社 FUJI 
協　　力 : ほっかいどう若者応援★学生プロジェクト

開 催 概 要

第７弾

体験格差の

解消企画
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　お昼を挟んで、午後からはサケのふるさと千歳水族
館へ移動、ここでは笑顔で楽しむ親子の姿が多く見ら
れました。特に、普段は見ることができない水族館の
裏側を見学する「バックヤードツアー」は、私たちに
とっても本当に貴重な体験となりました。
　水槽を上からみる場所に行く時、「落ちたらどうし
よう！」「怖い！」等、子どもたちに少し緊張が見ら
れましたが、それも良い思い出になったようです。参
加した子どもも保護者も、とても興味津々に水族館ス

　自由時間には、初めて水族館に訪れたという参加者
も多く、「これはなに？」「次はあの魚を見に行こう！」
と、様々な魚との触れ合いに子どもたちは興奮が止ま
らない様子でした。
　私たち自身も、初めて行く水族館だったこともあり、
子どもたちと一緒になって色々な魚を見てとても楽し
むことができました。親子で考えながら進めるクイズ
ラリーも、楽しく学ぶ姿につながっていました。

タッフの説明に耳を傾けていました。
　水中観察窓から実際の千歳川を覗き、サケや他の魚
が元気に泳ぐ姿を観察できたことも大きな学びでし
た。午前中にエコセンターで学んだ「正しいごみの処
理」、こうして川の生き物を守ることにつながってい
る、という企画のテーマへの関心が高まっているよう
にも思いました。

午後の部：「川の魚」から学ぶ生命（いのち）のつながり
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◉ エコセンターの見学がとくに良く、実際にリサ
イクルされている処理や現物もみれてイメージ
がわきました。ゴミの捨て方を親子で話すきっ
かけとなり、リサイクルやゴミを減らすことへ
の興味がますます湧いていました。
◉ 千歳水族館のバックヤードツアーがすごくよか
ったです。「少し怖かったけど楽しかった」「裏
側を知れて水のろ過の勉強にもなり、貴重な体
験でした」と、親子ともに好評でした。
◉ 「娘が以前に鮭の生態を自由研究に選んで以来、
ずっとサケの水族館にも行ってみたいと言って

おり、沢山メモを取るなど充実した見学になり
ました」という声や、「解説の方の楽しくも真
剣な仕事ぶりが伝わるお話が印象的でした」と
いう感想もいただきました。
◉ 帰り道では、学んだことや疑問に思ったことな
ど沢山のお話をしてくれました。とても楽しく、
学びのある時間だったようです。
◉ エコセンターから水族館の流れで、「ゴミを捨
てない」というテーマがすごく良かったです。
子どももゴミ分別、資源回収の意識が高まりま
した。

参加者の声 参加者の声 ※アンケートより抜粋※アンケートより抜粋

　今回の企画を通して、私たちはエ
コセンター、水族館スタッフの方か
ら今後の生活に活かせる話をたく
さん聞くことができました。「なぜ
サケはきれいな川にしか戻れない
の？」という疑問から、ごみの分別
の大切さ、そして「お魚を守るため
には自分たちに何ができるだろう」
と子どもたちが考えるきっかけにな
る、そんな大切な体験の場にご一緒
させていただきました。私たちも子
どもたちと一緒になって楽しめ、多
くのことを学べた一日でした。

企画に参加して：私たちも一緒に学んだこと
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経済産業省北海道経産局・北海道へ物価対策・福祉的措置
を求める要請行動を行いました。

11月 ４ 日 ㈫

　高市政権による物価高騰対策及びガソリン暫定税率廃止に伴う燃料油価格支援策（定額値下げ措
置）の廃止が予定される中、灯油価格に関する報道がなく、消費者及び経済的・社会的弱者の負担
増が見込まれまるため、負担軽減のための灯油等の助成措置を国・北海道に対し以下の内容での要
請書を提出致しました。

経済産業省北海道経済産業局へ要請 北海道経済部・保健福祉部へ要請

 〈要請者〉

北海道生協連専務理事 平　照治

コープさっぽろ理事
　　組合員活動委員会委員長 犬島　奈美

　　　　同　　　　
　　組合員活動部活動推進グループ長 河井　とわ

 〈対応者〉
経済産業省北海道経済産業局
　　資源・燃料課長 五十嵐 岳紀　様

北海道
　　保健福祉部地域福祉課課長 鹿野 なほみ　様

北海道
　　経済部経済企画課　　課長 篠原 裕史　　様

主に福祉灯油などの軽減措置等に対する国からの
財政措置を講ずること。⑵

政治判断前の段階で灯油に関する報道はないが、資源エネル
ギー庁としては2026年４月１日暫定税率廃止迄、定額引下
げ措置は灯油含め一体のものとして考えているので、それま
では、補助が継続される方向で考えている。と聞いています。

回答

補正予算の規模は決まっておらず、昨年同様、重
点支援交付金の位置づけの中に示されることでの
要請を伝えたい。

回答

物価及びエネルギー価格の高騰が家計を圧迫しています。消
費者への影響を緩和するための施策を早期に講ずること。特
にガソリン暫定税率廃止後、灯油価格のみが高騰しないよう、
価格抑制のための施策を求めます。

⑴

経済産業省北海道経産局への要請項目
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　経済産業省・北海道主催での消費者・事業者・
行政による標記意見交換会が経済産業省北海道経
済産業局会議室にて開催されました。
　経済産業省北海道経済産業局資源エネルギー環
境部長横田純一様の開会挨拶の後、「灯油需給に
ついて」は、」需要は年々減少していることから、
北海道でも前年比91.9％、25年度の在庫状況も、
11月１日時点で260.3万ｋｌと前年並みの水準を確
保とのことです。
　「灯油価格について」は、北海道の灯油スタン
ド価格は全国平均に比し店頭価格は高く、配達価
格は安い傾向にある。今後、為替の影響も円安傾
向で上昇要因はあるが、原油価格の見通しは値下

11月18日 ㈫

令和７年度 北海道地域灯油意見交換会参加報告北海道地域灯油意見交換会参加報告

がりとみる向きが多い、但し先行きは不透明感の
余地がある、との報告がありました。最後に基調
報告として燃料流通政策について資源エネルギー
庁資源燃料部　燃料流通政策室長　甲元　信宏氏
より、ガソリン暫定税率廃止に伴う定額引下げ措
置の取り扱いについて、灯油への５円の補助金は
2026年３月末まで継続となること、重点支援交
付金メニューにおいて、物価高対策として低い所
得者向けの灯油負担軽減措置も盛り込まれたこと
も報告されました。私たちからは、原油価格の見
通しや灯油価格高止まりへの負担軽減策、過疎Ｓ
Ｓ問題、新エネルギーの開発等について質問を行
いました。

全市町村に対し、積極的に福祉灯油等の支援策を
講じるよう周知を行ってください。⑵

消費者へ物価高騰の影響を軽減するための施策を
関係省庁と連携し早期に講ずること。⑶

主に非課税世帯対象の福祉灯油などの施策に関し、支給対象
及び支給額の引き上げなど含む財政措置を関係部局と連携し
講ずること。

⑴

補正予算の規模等が未定につき、既に道として北海道経
済対策推進本部を立ち上げ、物価高騰対策の支援メニュ
ーの検討をおこなっており、今般の要請も検討させてい
ただきます。

回答

24年度実施市町村は150でした。（前年比＋４）25年度は、補正
予算が未定につき、原資となる「地域づくり総合交付金」増額に
ついては未定です。物価高騰や灯油情勢については認識しており、
実施市町村の拡大に努めてまいりたい。非課税世帯を超える支給
事例については、紹介を進めます。

回答

機会あるごとに、実施市町村の事例紹介を含め
対応してまいります。 回答

北 海 道
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